






研究目的 

極小未熟児に多発する頭蓋内出血の診断は超音波断層法の導入によりはじめて容易かつ正

確なものとなったといえる。しかし,頭蓋内出血は極小未熟児にのみ発生するものではなく,

広く周産期全般にわたる検討が必要と考えられ,これの診断に関する超音波断層法の有用

性に大きな期待が掛けられている。 

そこで,本研究は現用されている超音波断層診断装置を用い,胎児から新生児にいたる頭蓋

内構造の描出がどの程度に可能であるかを検討し,その結果が頭蓋内出血の診断にどの程

度有効と考えられるかを考察した。 


